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～新たな価値観を創造しNAGOYAから世界へ～

公益社団法人名古屋青年会議所2017年度（第67年度）スローガン

理事長、日本会頭に迫る
対談企画
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公式Facebook

名古屋青年会議所のホームページやSNSでも情報を発信中！

ラインスタンプもあるから使ってネ。

❶QRコードを
　読み取ってください→

❷「マズモッテ定期送付依頼フォーム」
　から必要事項をご入力ください。

マズモッテ定期送付ご希望の方へ
携帯、スマートフォン、パソコンからお申し込み

公式Instagram

スタンプのタイトル：
名古屋JCコアラ（JC用語編）
©3iC'n Style + JCI Nagoya

公式LINE

名古屋の魅力を発信する情報をゲット！

※QRコードでなく、入力の際は下記アドレスをご入力ください。
　https://www.nagoyajc.or.jp/67nendo/about/mazmotte/main_form.php
※ご記入いただいた個人情報は、個人情報保護法に従い取り扱います。　
※公益社団法人名古屋青年会議所に関する情報提供以外の目的では
　利用いたしません。
※アクセスにはご契約の通信料がかかります

S PE C I A L TA L K

かかる費用はどれくらいですか？
年会費185，000円となります。
その他に諸大会・事業等で登録料が必要となる場合
があります。
　
会員にはどのような方々がいるのですか？
名古屋市若しくは周辺地域で就業、又は在住する
21歳から40歳までの人々が活躍しております。個
人事業主の方から会社員、企業の若手経営者の方
など業種や役職、経歴や男女を問わず幅広く入会
されています。
ＪＣの活動を通じて、お互いの環境に関係なく一生
涯の友となれる人ときっと出会えるはずです。

青年会議所Q&A よくある質問

Q

Q

A

A

ＪＣに入ったらどのような活動をするのですか？
「明るい豊かな社会の実現」を目的に名古屋のまちづ
くり、ひとづくりを実践しています。具体的な事業内
容は毎年変わりますが、理念は変わりません。また、
単年度制をとっており、理事長以下、組織は毎年入れ
替わります。また、日本青年会議所等に出向すること
で、日本全国のＪＣ会員と共に活動することができる
のみならず、世界組織であるＪＣの特色として、世界
中の会員と合流することもできます。
　
どれくらいの頻度で集まりがありますか？
月に2回程度（例会が月１回、委員会は月１回程度）会
合があります。

Q

Q

A

A

● 年　齢／1981.1.1生～1995.12.31生の男女

● 推薦人／2名の推薦人（名古屋青年会議所の正会員2名

　　　　　 又は正会員１名と特別会員１名）

　 ※推薦人には、入会希望者の在籍中、責任を持って助言・指導 

　　 をしていただきます。

● オリエンテーションを受講できる方

● 入会目的・理由が明確であり、その目的・理由が青年会議所

　 の趣旨に合致すること

● 同一の会社の社員は原則として2名まで

● 入会金／50,000円

● 年会費／127,400円（初年度のみ）

　 次年度以降／185,000円

　 ※入会初年度は入会月により月割りでの計算となります。

● ＪＣバッジ・ネームプレート／3,200円

入会資格と入会費用

組織運営に直結する
トレーニングの実施 子供たちの育成

あなたの魅力をもっと輝かせてみませんか。
自分のスキルアップを目指してる人！　ビジネスのネットワークを広げたい人！

仲間づくりをしたい人！名古屋のまちが好きな人！ 子供たちへの教育に興味がある 人！　
ＪＣでしかできない経験が必ずあなたの可能性を広げます。あなたも会員になってみませんか。

社会問題に率先して
取り組む意識の醸成

リーダーシップ開発を目的に、組織運営に必
要となる能力の習得につながるトレーニング
や、ビジネスシーンにおけるマナー学習やコ
ミュニケーション能力向上に結び付くセミ
ナープログラムを行い、全会員の能力向上を
図っています。

名古屋青年会議所では、職業体験やスポーツ
大会など様々な青少年育成事業を展開するこ
とで、未来を担う子供たちの健全な育成を後
押しすると共に、夢に向かって努力すること
の大切さや素晴らしさについて学ぶ機会を設
けています。

名古屋青年会議所が目指すべき運動の方向性
や政策を訴える場、確認する場として毎月一回
例会を開催しています。これは「今、我々市民が
何を問題とし、行動に移さなければならないの
か」という意識を共有し醸成することを目的と
しています

▶お問い合わせは下記まで　※入会を希望されていても面接により入会をお断りする場合があることをご了承下さい。

マズモッテ

マ
ズ
モ
ッ
テ

編 集 長

副編集長

編 集 員

保田隼希

揖斐晴基　　杉晴樹　　　篠﨑ひとみ　　
武藤憲幸　　矢野大輔　　渡辺健介

相川悟郎　　岩崎陽介　　岩田孝之　　岩間泰之　　
鵜飼直樹　　大西孝義　　大橋飛鳥　　奥田英里　　
加藤丈博　　小早川洋介　近藤優介　　三枝佑一
柴田達也　　杉山裕一　　鈴木貴則　　高木賢一郎　
高田智仁　　田之上慶彦　恒川大輔　　寺島市郎　　
中島康雄　　成瀬普一　　野杁茂彦　　野間友長
早川祐希　　早野誠　　　東勝彦　　　本田達正　　
簑島太地　　村瀬雄介　　森光賢　　　横井佑典

編 集 者

公益社団法人名古屋青年会議所 
広報委員会

マズモッテの編集に携わることになったのは、第６７年度広報委員会の副委
員長予定者として担いを受けたばかりの頃でした。恥ずかしながら、私は今ま
でＭａｚ－Ｍｏｔｔｅを熟読したことがなかったので、何を記事にしたら良いの
か分からないまま、過去のＭａｚ－Ｍｏｔｔｅを取り寄せるところから、制作を
始めることになりました。
地域に目を向けた記事や名古屋青年会議所のメンバーにスポットを当てた
記事もあり、思っていたよりも興味深く読み進めることができました。しか
し、読みながら、「ここをもっと工夫したらいいのに」と感じる部分もいくつ
かありました。
実際に制作を進めていくと、初めての経験ということもあり、なかなか計画
通りに進めることが出来ず、同じ文章を読んでも、読むたびに受ける印象
が変わる等、これまで制作に携わってこられた方の苦労を実感することに
なりました。自分自身が「Ｍａｚ－Ｍｏｔｔｅ（まずもって）」挑戦してみたこ
とで、新たな価値観を感じた瞬間です。
読者から制作者へと立場を変えたことによって、名古屋青年会議所という

大きな組織が、連綿と受け継がれてきた先達の想いや、関わる多くの方々
の支えで成り立っていることを感じました。私は担当者として、その想いを
持った人たちの背中を追い、その志に触れ、より多くの人々に我々の運動
の価値を伝えなければなりません。
私たち青年会議所の会員は、この名古屋のまちのため、日々運動を展開し
ています。しかしながら、まだまだ地域の人たちに認知していただけていな
いことが多くあります。組織が大きい分、会員同士でさえ、お互いの活動を
よく知らない場面もあります。
このＭａｚ－Ｍｏｔｔｅを多くの方々に読んでいただき、名古屋青年会議所
の運動を認知していただける１つのツールとして世に広まることを願い、心
を込めて新年号を発行させていただきます。
そして、１年間を通して、次代に新たな 価値観を残せるよう制作に取り組ん
でまいります。
最後までお読みいただきまして、ありがとうございました。

『マズモッテ編集部』

マズモッテ新年号　編集後記



愛知県知事

大村  秀章

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
た
な
年
が
、
県
民
の
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
、

素
晴
ら
し
い
1
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
愛
知
県
内
で
の

本
格
着
工
、
M
R
J
の
米
国
で
の
飛
行
試
験
開
始
な

ど
、
日
本
の
未
来
を
創
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ま
た
ひ

と
つ
大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。

ま
た
、
2
0
2
6
年
ア
ジ
ア
競
技
大
会
の
開
催
決

定
、
有
料
道
路
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
公
道
で
の
自
動

走
行
の
実
証
実
験
な
ど
、
新
た
な
取
組
に
果
敢
に
挑

戦
し
、
着
実
に
成
果
を
挙
げ
た
1
年
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
も
、
こ
う
し
た
取
組
を
発
展
さ
せ
る
と
と
も

に
、
新
た
な
取
組
に
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
愛

知
の
可
能
性
を
大
き
く
広
げ
る
1
年
と
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
ず
、
2
0
2
7
年
度
の
リ
ニ
ア
開
業
に
向
け
た

名
古
屋
駅
の
ス
ー
パ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
化
や
鉄
道
・
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
な
ど
、
中
京
大
都
市
圏
づ

く
り
の
取
組
を
着
実
に
進
め
な
が
ら
、
次
世
代
自
動

車
、
航
空
宇
宙
、
ロ
ボ
ッ
ト
・
A
I
と
い
っ
た
次
世

代
産
業
の
育
成
・
振
興
、
企
業
立
地
の
促
進
、
中
小

企
業
支
援
、
農
林
水
産
業
の
国
際
競
争
力
の
強
化
、

2
0
1
9
年
秋
の
開
業
に
向
け
た
国
際
展
示
場
の
整

備
な
ど
、
愛
知
の
産
業
力
を
高
め
る
取
組
に
力
を
注

ぎ
、
一
層
の
飛
躍
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、〝
H
e
a
r
t
〞 

o
f 

J
A
P
A
N 

〜

T
e
c
h
n
o
l
o
g
y 

& 

T
r
a
d
i
t
i
o
n

を
キ
ャ
ッ
チ
ワ
ー
ド
に
、
産
業
観
光
や
武
将
観
光
、

さ
ら
に
は
、
昨
年
末
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に

全
国
最
多
の
5
件
が
登
録
さ
れ
た
日
本
一
の
山
車
か

ら
く
り
に
代
表
さ
れ
る
歴
史
・
伝
統
文
化
な
ど
、
愛

知
の
魅
力
の
創
造
・
発
信
と
外
国
人
観
光
客
の
更
な

る
誘
客
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ

ト
で
培
っ
た
、
愛
知
・
名
古
屋
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
と
国

際
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
、
積
極
的
に
国
際

交
流
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
し
て
、
認
知
症
対
策
の
拠
点
づ
く
り
と
な
る
「
オ

レ
ン
ジ
タ
ウ
ン
構
想
」
に
も
着
手
す
る
ほ
か
、
医
療
・

福
祉
、
教
育
・
人
づ
く
り
、
防
災
、
環
境
、
東
三
河

地
域
の
振
興
に
も
し
っ
か
り
取
り
組
み
、
愛
知
の
総

合
力
に
更
な
る
厚
み
を
増
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
年
も
、「
日
本
一
元
気
な
愛
知
」
と
「
す
べ
て
の

人
が
輝
く
愛
知
」
の
実
現
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
県
民
の
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
と

ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
29
年
元
旦　

新春を迎えて
平成二十九年　年頭所感

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。市
民
の
皆

様
に
は
、
健
や
か
に
新
し
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
、
本
市
は
都
市
ブ
ラ
ン
ド
・
イ
メ
ー
ジ
調
査
を

実
施
し
た
と
こ
ろ
「
訪
問
意
向
」
で
主
要
８
大
都
市
中

最
下
位
と
い
う
、
い
わ
ば
「
行
き
た
く
な
い
マ
チ　

ナ

ン
バ
ー
１
」
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
結
果

を
受
け
、
市
と
し
て
も
都
市
魅
力
の
向
上
に
全
庁
を
挙

げ
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

一
方
、
国
全
体
の
少
子
化
が
進
む
中
、
５
月
に
は
市

の
人
口
が
初
め
て
２
３
０
万
人
を
突
破
い
た
し
ま
し

た
。人
口
は
都
市
の
活
力
を
測
る
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
の
一

つ
と
も
さ
れ
、
ナ
ゴ
ヤ
が
住
み
良
く
、
潜
在
力
が
健
在

で
あ
る
こ
と
の
証
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。本
市

で
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
を
日
本
一
応
援
す
る
マ
チ
と

し
て
「
な
ご
や
子
ど
も
応
援
委
員
会
」
の
設
置
や
待
機

児
童
３
年
連
続
ゼ
ロ
を
達
成
す
る
な
ど
日
本
の
フ
ロ

ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
な
る
取
り
組
み
を
着
実
に
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。　　

　

ま
た
今
後
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
ア
ジ
ア
競
技
大

会
の
開
催
、
リ
ニ
ア
開
業
な
ど
が
控
え
て
お
り
、
こ
れ

か
ら
の
10
年
間
は
、
ナ
ゴ
ヤ
が
飛
躍
的
な
発
展
を
遂
げ

る
の
か
、
東
京
一
極
集
中
化
に
埋
も
れ
る
の
か
の
大
き

な
転
換
期
と
な
る
で
し
ょ
う
。訪
問
者
の
目
的
地
（
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
）
と
な
る
た
め
に
積
極
的
な
投
資

を
行
う
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
リ
ニ
ア
大
交
流
圏
の
中

心
都
市
と
し
て
発
展
し
て
い
く
た
め
に
も
確
固
た
る

都
市
魅
力
の
創
出
が
是
非
と
も
必
要
で
す
。

戦
災
で
焼
失
し
た
名
古
屋
城
天
守
閣
を
木
造
復
元

す
る
こ
と
は
、
ナ
ゴ
ヤ
の
宝
・
世
界
の
宝
と
な
る
本
物

を
創
出
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
か
け
が
え
の
な
い
第
一
歩

と
な
る
で
し
ょ
う
。市
民
や
訪
問
者
に
と
っ
て
、
誇
り

あ
る
明
解
な
シ
ン
ボ
ル
の
存
在
は
今
後
の
ナ
ゴ
ヤ
に

と
っ
て
不
可
欠
で
あ
る
と
信
じ
ま
す
。

４
月
に
は
名
古
屋
港
に
「
レ
ゴ
ラ
ン
ド
」
が
開
業
し
、

名
古
屋
駅
や
栄
の
都
心
部
も
再
開
発
が
行
わ
れ
る
一

方
、
桶
狭
間
や
有
松
、
志
段
味
古
墳
群
な
ど
歴
史
文
化

エ
リ
ア
の
保
存
・
整
備
も
進
ん
で
ま
い
り
ま
す
。全
て

の
人
に
と
っ
て「
行
き
た
く
な
る
マ
チ　

ナ
ゴ
ヤ
」、
世

界
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
な
る
マ
チ
へ
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
29
年
元
旦

名古屋市長

河村  たかし

デスティネーション
となるマチ
ナゴヤへ

　

平
素
は
、
公
益
社
団
法
人
名
古
屋
青
年
会
議
所
の
活

動
に
多
大
な
る
ご
理
解
を
賜
り
ま
し
て
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
と
い
う
時
代
は
、
過
去
の
勇
気
あ
る
先
人
た
ち
に

よ
っ
て
創
造
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

人
々
は
常
に
挑
戦
し
、
新
た
な
も
の
を
手
に
入
れ
、
今

日
の
世
を
創
造
し
て
き
ま
し
た
。

彼
ら
の
心
の
支
え
と
な
っ
た
の
は
、
確
固
た
る
信
念
で

あ
り
崇
高
な
る
志
で
あ
り
ま
す
。

　

我
々
が
現
在
属
し
て
い
る
名
古
屋
青
年
会
議
所
は
、

終
戦
間
も
な
い
１
９
５
０
年
、
焦
土
が
残
る
時
代
に
、

経
済
的
自
立
に
よ
る
日
本
の
再
建
、「
明
る
い
豊
か
な

社
会
の
実
現
」
と
い
う
大
き
な
理
念
を
掲
げ
、
数
名
の

青
年
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
産
声
を
あ
げ
ま
し
た
。

　

本
当
は
自
分
の
こ
と
で
精
一
杯
な
時
代
に
、
先
人
た

ち
を
突
き
動
か
し
た
の
は
、
自
分
た
ち
の
手
で
未
来
を

切
り
拓
く
と
い
う
志
高
き
当
事
者
意
識
と
、
ほ
ん
の
一

粒
の
勇
気
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。そ
し

て
、
そ
の
崇
高
な
る
理
念
は
、
66
年
と
い
う
歴
史
を
超

え
た
今
も
な
お
、
現
代
を
生
き
る
我
々
に
連
綿
と
受
け

継
が
れ
て
お
り
ま
す
。

　

時
は
流
れ
、
世
の
中
は
多
く
の
モ
ノ
や
情
報
に
溢

れ
、
人
々
の
生
活
は
非
常
に
豊
か
で
便
利
な
も
の
に
な

り
ま
し
た
。今
後
、
名
古
屋
の
ま
ち
は
２
０
２
７
年
の

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
開
通
に
向
け
て
、
名
古
屋
駅
前
の

再
開
発
に
よ
っ
て
ハ
ー
ド
面
で
も
大
き
く
変
貌
を
遂

げ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。日
本
初
の
レ
ゴ
ラ
ン
ド
の
開
業

も
目
前
に
控
え
、
多
く
の
国
際
的
な
催
し
も
開
催
さ
れ

る
こ
と
が
決
定
し
て
い
ま
す
。ま
た
、
自
動
車
の
み
な

ら
ず
航
空
機
、
工
作
機
械
、
フ
ァ
イ
ン
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス

等
、
も
の
づ
く
り
産
業
の
集
積
地
と
し
て
、
日
本
経
済

の
け
ん
引
役
と
い
う
確
固
た
る
地
位
を
確
立
し
て
い

る
と
言
っ
て
も
、過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
に
、
表
面
的
に
は
明
る
い
将
来
が
約
束

さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
な
ニ
ュ
ー
ス
に
溢
れ
て
い
ま
す

が
、
我
々
は
本
当
に
安
心
し
き
っ
て
し
ま
っ
て
良
い
の

で
し
ょ
う
か
。得
体
の
知
れ
な
い
満
足
感
が
成
熟
し
た

世
の
中
に
蔓
延
す
る
一
方
で
、
解
決
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
社
会
問
題
は
山
積
さ
れ
た
ま
ま
で
す
。し
か
し
、
そ

の
問
題
解
決
に
向
け
て
必
要
な
変
化
や
困
難
と
対
峙
す

る
こ
と
を
躊
躇
し
て
し
ま
う
、
そ
の
よ
う
な
臆
病
な
精

神
が
我
々
の
心
を
蝕
ん
で
き
て
い
る
と
い
う
事
実
に
対

し
て
、我
々
は
大
き
な
危
機
感
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
日
の
世
を
創
っ
て
き
た
の
が
勇
気
あ
る
先
人
た
ち

で
あ
る
な
ら
ば
、こ
の
先
の
未
来
は
我
々
青
年
の
勇
気
あ

る
行
動
に
よ
っ
て
の
み
切
り
拓
か
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　

本
年
度
の
名
古
屋
青
年
会
議
所
は
「
会
員
益
の
向

上
」と「
リ
ア
ル
な
社
会
問
題
の
解
決
」の
二
つ
の
理
念

を
掲
げ
、
運
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。そ
し
て
、
時
代

の
大
転
換
期
に
お
い
て
我
々
青
年
が
な
す
べ
き
こ
と
、

「
ひ
と
・
ま
ち
・
く
に
」
に
お
け
る
新
た
な
価
値
観
の

創
造
を
す
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
時
代
の
物
語
は
始
ま

る
の
で
あ
り
ま
す
。愛
す
べ
き
名
古
屋
の
ま
ち
を
想

い
、
名
古
屋
の
ま
ち
が
国
や
世
界
に
対
し
、
古
く
か
ら

培
わ
れ
て
き
た
創
造
力
を
用
い
て
、
ど
の
よ
う
な
貢
献

が
で
き
る
の
か
、
そ
の
存
在
意
義
を
再
定
義
す
る
こ
と

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

現
在
７
０
０
名
以
上
の
会
員
が
在
籍
す
る
当
青
年

会
議
所
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
多
様
性
が
織
り
な
す
ダ

イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
大
い
に
活
か
し
な
が
ら
、
同
じ
価
値
観

を
共
有
し
た
チ
ー
ム
と
し
て
の
力
を
発
揮
し
、
創
始
の

時
代
か
ら
変
わ
ら
な
い
「
こ
の
社
会
を
よ
り
良
い
も
の

に
す
る
」
と
い
う
至
っ
て
シ
ン
プ
ル
な
目
標
に
対
し

て
、
青
年
ら
し
く
大
胆
か
つ
積
極
果
敢
に
歩
み
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
と
な
り
ま
す
が
、
市
民
の
皆
様
、
関
係
諸
団
体

の
皆
様
、
そ
し
て
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

引
き
続
き
本
年
度
の
公
益
社
団
法
人
名
古
屋
青
年
会

議
所
へ
の
深
い
ご
理
解
と
、
倍
旧
の
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

公益社団法人名古屋青年会議所

第67代 理事長　大和 直樹
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
お
健
や
か
に
平
成
2
9
年
の

新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
11
月
に
名
古
屋
商
工
会
議
所
の
会
頭
に
就
任

し
、
初
め
て
の
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。
改
め
て
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
は
会
頭
就
任
に
あ
た
り
、「
地
域
と
と
も
に
〜

躍
動
し
愛
さ
れ
る
名
古
屋
に
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
リ
ニ
ア
開
業
な
ど
を
機
に
、
大
き
く
変
化

す
る
名
古
屋
の
将
来
を
見
据
え
て
、
地
域
の
発
展
と

各
企
業
の
成
長
に
よ
り
、
躍
動
し
愛
さ
れ
る
名
古
屋

を
目
指
し
て
、
会
員
の
皆
様
と
と
も
に
進
ん
で
い
こ

う
、
と
い
う
想
い
を
込
め
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
は
酉
年
で
す
。
酉
年
は「
運
気
を
取
り
込
む
、

お
客
を
取
り
込
む
」
な
ど
、
商
売
繁
盛
に
繋
が
る

年
と
言
わ
れ
ま
す
。
酉
の
よ
う
に
羽
ば
た
き
、
景

気
が
上
向
き
「
躍
動
し
愛
さ
れ
る
名
古
屋
」
へ
の

ス
タ
ー
ト
と
な
る
良
い
年
で
あ
る
よ
う
念
願
し
て

お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
一
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
当
地
域

の
経
済
は
、
年
明
け
以
降
、
急
速
に
進
ん
だ
円
高
の

影
響
で
、
主
力
の
輸
出
型
製
造
業
に
お
い
て
厳
し
い

経
営
環
境
に
あ
り
ま
し
た
。
か
よ
う
な
中
、
新
興
国

経
済
の
減
速
や
英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
方
針
の
決
定
等
の

不
安
定
要
因
に
加
え
、
昨
年
1
1
月
の
米
大
統
領
選

の
結
果
に
よ
っ
て
、
国
際
経
済
に
は
不
透
明
性
が
増

し
て
お
り
、
こ
う
し
た
状
況
が
早
期
に
落
ち
着
い
て

く
れ
る
よ
う
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
産
業
界
で
は
、Ａ
Ｉ
や
Ｉ
o
Ｔ
な
ど
の
Ｉ

Ｔ
技
術
の
進
展
な
ど
、
新
し
い
動
き
が
加
速
し
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
激
し
い
環
境
変
化
の
中
、
当
地
域
の
産

業
・
企
業
が
た
ゆ
ま
ぬ
前
進
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
、

名
商
と
し
て
は
様
々
な
事
業
に
一
層
積
極
果
敢
に
取

り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

　

本
年
は
、
名
商
の
「
中
期
計
画
2
0
1
5
ー

2
0
1
7
（3

rd S
tep

）」
の
最
終
年
で
す
。
こ
の

中
期
計
画
で
は
「『
世
界
交
流
都
市
・
名
古
屋
』
の

方
向
性
を
2
0
2
0
年
ま
で
に
確
立
す
る
」
こ
と

を
目
標
と
し
て
、「
モ
ノ
づ
く
り
力
」「
都
市
力
」「
企

業
力
」
の
‘
3
つ
の
力
’
を
磨
き
上
げ
る
こ
と
と
し
、

こ
れ
に
基
づ
き
諸
事
業
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
ま
ず
、
地
域
の
経
済
・
雇
用
を
支

え
る
中
小
企
業
の
持
続
的
な
成
長
・
発
展
の
た
め
、

中
小
企
業
支
援
を
商
工
会
議
所
活
動
の
基
盤
と
な
る

事
業
と
し
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

年
間
延
べ
約
1
8
、
0
0
0
社
に
お
よ
ぶ
巡
回
訪
問

や
約
6
、
0
0
0
社
の
窓
口
相
談
等
を
通
じ
、
各
種

の
経
営
相
談
に
き
め
細
か
く
応
え
る
と
と
も
に
、
融

資
相
談
や
補
助
金
申
請
支
援
な
ど
を
行
な
っ
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、
新
規
開
業
を
促
す
た
め
、
創
業
を
志
す
方
々

や
、
創
業
し
た
ば
か
り
の
方
々
へ
の
創
業
支
援
に
も

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

本
年
も
、
こ
れ
ら
事
業
を
「
伴
走
型
」
で
一
層
企
業

に
寄
り
添
っ
て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
か

中
小
企
業
の
皆
様
方
に
は
、
更
な
る
ご
活
用
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
当
地
域
が
世
界
の
モ
ノ
づ
く
り
の
ト
ッ
プ
ラ

ン
ナ
ー
で
あ
り
続
け
る
た
め
、
航
空
機
産
業
や
医
療

機
器
産
業
な
ど
の
次
世
代
産
業
の
育
成
・
振
興
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

航
空
機
産
業
は
、
既
に
東
海
3
県
で
全
国
生
産
の
約

半
分
の
シ
ェ
ア
を
占
め
て
お
り
、
現
在
開
発
が
進
ん

で
い
る
国
産
旅
客
機
M
R
J
を
含
め
、
急
速
に
発
展

し
て
お
り
ま
す
。
名
商
と
し
て
は
、
今
年
9
月
に
航

空
分
野
の
国
際
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
商
談
会
「
エ
ア
ロ

マ
ー
ト
名
古
屋
」
の
第
2
回
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

前
回
を
越
え
る
規
模
で
の
開
催
を
目
指
し
、
準
備
を

進
め
て
お
り
ま
す
。

更
に
、
12
月
に
は
、
医
療
機
器
分
野
に
特
化
し
た
展

示
商
談
会
「
第
4
回
メ
デ
ィ
カ
ル
メ
ッ
セ
」
を
開
催

す
る
な
ど
、
新
た
な
医
療
機
器
の
開
発
・
創
出
の
支

援
を
進
め
ま
す
。

　

2
0
2
7
年
の
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
開
業
は
、

当
地
の
新
た
な
成
長
・
発
展
へ
の
大
き
な
チ
ャ
ン
ス

で
す
。
こ
の
た
め
地
域
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
は
不
可
欠

で
あ
り
、
名
古
屋
駅
の
ス
ー
パ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
し

て
の
整
備
、
中
部
国
際
空
港
の
二
本
目
滑
走
路
の
早

期
整
備
や
、
幹
線
道
路
網
の
一
層
の
拡
充
、
名
古
屋

港
の
機
能
強
化
な
ど
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
魅
力
あ
る
街
づ
く
り
と
観
光
振
興
も
重
要
で

す
。「
ナ
ゴ
ヤ
」
を
国
の
内
外
に

広
く
発
信
し
、
外
国
人
か
ら
「
日
本
で
知
っ
て
い
る

都
市
は
東
京
、
京
都
と
並
ん
で
ナ
ゴ
ヤ
だ
」
と
言
わ

し
め
る
く
ら
い
に
し
た
い
も
の
で
す
。
何
度
も
訪
れ

た
い
街「
ナ
ゴ
ヤ
」と
評
判
に
な
る
よ
う
に
、楽
し
い
、

面
白
く
、
親
し
め
る
街
の
魅
力
づ
く
り
に
も
取
り
組

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

当
地
は
モ
ノ
づ
く
り
地
域
と
し
て
世
界
的
に
有
名
で

あ
り
、
従
来
か
ら
こ
れ
を
活
か
し
て
産
業
観
光
を
中

心
に
観
光
振
興
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
当
地
域
に
は
産
業
観
光
以
外
に
も
「
山
車

ま
つ
り
」
や
「
な
ご
や
め
し
」
な
ど
の
観
光
資
源
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
十
分
に
内
外
に
知
ら
れ
て

い
な
い
の
が
実
情
で
す
。
こ
う
い
っ
た
知
ら
れ
て
い

な
い
良
い
も
の
を
、
地
元
を
含
め
、
内
外
に
も
っ
と

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

本
所
と
し
て
は
、
中
小
企
業
・
産
業
振
興
は
も
と
よ

り
、
地
域
や
街
の
盛
り
上
げ
に
貢
献
で
き
る
よ
う
引

き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
も
皆
様
に
と
っ
て
、
実
り
あ
る
発
展
の
年
と

な
る
よ
う
心
か
ら
祈
念
す
る
と
と
も
に
、
本
所
活
動

へ
の
一
層
の
ご
支
援
、ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

リ
ニ
ア
を
活
か
し
て
当
地
域
の
飛
躍
へ

中
小
企
業
へ
の
き
め
細
か
な
支
援
と

次
世
代
産
業
の
育
成

環
境
変
化
の
中
、
た
ゆ
ま
ぬ
前
進
を

平
素
は
公
益
社
団
法
人
日
本
青
年
会
議
所
の
活
動

に
多
大
な
る
ご
協
力
を
頂
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

公
益
社
団
法
人
名
古
屋
青
年
会
議
所
が
本
年
度
、

大
和
直
樹
理
事
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
で
「
未

来
は
勇
者
の
も
の
で
あ
る
〜
新
た
な
価
値
観
を
創
造

し
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｙ
Ａ
か
ら
世
界
へ
〜
」
と
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
掲
げ
、
青
年
会
議
所
運
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
れ
た

こ
と
に
心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
。

名
古
屋
青
年
会
議
所
は
１
９
７
６
年
に
日
本
青
年

会
議
所
第
26
代
会
頭
と
し
て
田
口
義
嘉
寿
先
輩
、
２

０
０
６
年
に
第
55
代
会
頭
と
し
て
池
田
佳
隆
先
輩
を

ご
輩
出
い
た
だ
き
、
本
年
度
は
私
青
木
照
護
が
第
66

代
会
頭
と
し
て
出
向
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
貴
青
年
会
議
所
と
日
本
青
年
会
議
所
が
長

年
に
わ
た
り
手
を
携
え
、
共
に
歩
ん
で
こ
ら
れ
た
こ

と
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

日
本
青
年
会
議
所
は
二
〇
一
七
年
度
、「
教
育
再

生
と
経
済
再
生
に
よ
る　

誰
も
が
夢
を
描
け
る
日
本

へ
の
回
帰
」
を
基
本
理
念
に
掲
げ
、
全
う
な
日
本
人

を
育
成
す
る
主
権
者
教
育
の
推
進
や
憲
法
改
正
、
政

府
に
よ
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
後
押
し
な
ど
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

名
古
屋
青
年
会
議
所
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も

大
和
理
事
長
の
も
と
、
地
域
の
声
に
耳
を
傾
け
、
地

域
再
興
を
実
現
し
て
い
く
べ
く
、
青
年
会
議
所
運
動

に
邁
進
さ
れ
る
こ
と
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。
日

本
青
年
会
議
所
と
し
て
も
本
年
度
、
地
域
再
興
政
策

の
立
案
に
向
け
た
支
援
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
大
い
に
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

結
び
と
な
り
ま
す
が
貴
青
年
会
議
所
の
さ
ら
な
る

ご
発
展
並
び
に
先
輩
諸
氏
や
現
役
会
員
の
皆
様
に

と
っ
て
実
り
多
き
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

自
己
成
長
を
求
め
、共
に
「
日
本
道
」
を
歩
も
う
。

日
本
を
変
え
る
の
は
オ
レ
た
ち
だ
‼

教育再生と経済再生による　
誰もが夢を描ける日本への回帰

2017 新年のご挨拶

名古屋商工会議所　会頭　

山本　亜土

地域とともに、
愛される名古屋を
目指して

２０１7年　年頭所感

公益社団法人日本青年会議所

第66代会頭 　青木　照護

0304 2017.  Vol.1
マズモッテ



公益社団法人　日本青年会議所
東海地区協議会

2017年度　会長　　野杁　晃充

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。公
益
社

団
名
古
屋
青
年
会
議
所
の
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ

り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
平
素
は
、公
益
社
団

法
人
日
本
青
年
会
議
所
東
海
地
区
協
議
会
に
対
し
格

別
の
ご
高
配
を
賜
り
、深
く
感
謝
致
し
ま
す
。

　

本
年
は
、
貴
青
年
会
議
所
よ
り
青
木
照
護
君
が
公

益
社
団
法
人
日
本
青
年
会
議
所
の
第
66
代
会
頭
と
し

て
出
向
さ
れ
ま
す
。東
海
地
区
協
議
会
と
し
ま
し
て

も
、
青
木
会
頭
が
描
く
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
こ
の
地
方

で
具
現
化
し
、
東
京
の
一
極
集
中
を
打
破
し
う
る
真

の
地
方
創
生
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、（
１
）地
域
の
未
来
を
支
え
る
東
海

人
の
育
成
を
目
指
し
、
５
月
28
日
か
ら
６
月
３
日
か

け
て
寄
港
地
上
海
に
向
け
て
出
航
す
る
第
44
回
Ｊ
Ｃ

青
年
の
船「
と
う
か
い
号
」、（
２
）２
０
２
７
年
の
リ

ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
開
業
を
見
据
え
、
東
海
地
区
内

の
交
通
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
る
地

域
経
済
の
再
生
、（
３
）地
域
間
交
流
や
防
災
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
向
上
を
目
的
と
す
る
、地
域
連
携
の
構
築
、

（
４
）本
年
度
の
運
動
の
集
大
成
と
し
て
、
８
月
11
日

に
名
古
屋
城
・
愛
知
県
体
育
館
で
開
催
予
定
の
「
東

海
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
７
」を
柱
に
、「
誰
も
が
夢
を

描
け
る
持
続
可
能
な
東
海
の
実
現
」
を
目
指
し
運
動

を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
是
非
と
も
私
た
ち
東
海
地
区
協
議
会
の
運

動
に
対
し
ま
し
て
ご
理
解
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
大
和
直
樹
理
事
長
の
力
強
い
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
も
と
、
会
員
の
皆
様
が
変
化
や
困
難
を
恐

れ
な
い
勇
気
を
身
に
纏
い
、
名
古
屋
の
ま
ち
の
輝
か

し
い
未
来
を
創
り
だ
す
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
、
そ

し
て
皆
様
方
の
ご
健
康
と
社
業
隆
盛
を
祈
念
申
し
上

げ
、新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

光輝く持続可能な
東海の実現に向けて

第67年度正副団

３３の“覚悟”
ともに進もう

愛知を想う未来へ

公益社団法人　日本青年会議所　
東海地区　愛知ブロック協議会

2017年度　会長 　 朝倉　伸一

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
よ
り
、
公
益
社
団
法
人
日
本
青
年
会
議
所

東
海
地
区
愛
知
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
の
運
動
に
対
し

ま
し
て
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
本
年
度
は
岩
田
監
査

担
当
役
員
、
相
川
委
員
長
を
は
じ
め
と
す
る
多
く

の
出
向
者
を
ご
輩
出
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と

に
改
め
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
度
、
愛
知
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
で
は
、「
33
の

〝
覚
悟
〞
と
も
に
進
も
う　

愛
知
を
想
う
未
来
へ
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
愛
知
に
住
ま
う
人
々
が

地
域
の
課
題
を
地
域
全
体
で
共
有
し
解
決
す
る
た

め
に
、
自
ら
の
内
側
か
ら
聞
こ
え
る
〝
自
己
の
意

思
決
定
〞
に
よ
る
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い

た
だ
く
こ
と
か
ら
、
愛
知
を
想
う
未
来
に
向
け
て

の
運
動
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。
そ
し
て
、
地
域

を
担
う
青
年
経
済
人
で
構
成
さ
れ
る
組
織
力
を
活

か
し
、
新
た
な
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
提
示
に
よ
る

新
し
い
愛
知
の
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
の
構
築

か
ら
、
社
会
に
お
い
て
認
識
さ
れ
る
新
た
な
価
値

を
創
造
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
益
社
団
法
人
名
古
屋
青
年
会
議
所
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
大
和
直
樹
理
事
長
の
類
ま
れ
な
る
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
、
変
化
や
困
難
を
恐
れ
ず
さ

ら
な
る
一
歩
を
踏
み
出
し
、
そ
の
先
に
あ
る
新
た

な
価
値
観
を
創
造
す
る
力
強
い
運
動
が
展
開
さ
れ

ま
す
こ
と
を
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
勇

気
あ
る
行
動
に
よ
る
成
長
と
、
そ
の
先
に
あ
る
新

た
な
価
値
観
へ
の
変
化
の
も
と
で
推
進
さ
れ
る
力

強
い
運
動
が
、
未
知
の
世
界
を
切
り
拓
き
、
日
本

そ
し
て
世
界
の
輝
か
し
い
未
来
を
創
造
す
る
名
古

屋
の
実
現
に
つ
な
が
る
こ
と
を
心
よ
り
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
愛
知
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
に
対
し
ま
し

て
２
０
１
７
年
度
も
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ぬ
ご
指

導
御
厚
誼
賜
り
ま
す
こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ
新

年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

2017 新年のご挨拶

年頭所感

年頭所感

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

次
代
の
名
古
屋
創
造
グ
ル
ー
プ
と
し
ま

し
て
は
、「
新
た
な
価
値
観
を
創
造
す
る

ま
ち
名
古
屋
」
の
実
現
に
向
け
、
力
強
い

名
古
屋
の
経
済
、
め
ま
ぐ
る
し
い
発
展
を

見
せ
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
平
和
へ
の
価
値

観
、
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
等
の

様
々
な
テ
ー
マ
の
、
リ
ア
ル
な
名
古
屋
の

問
題
を
考
え
、
次
代
を
見
据
え
て
市
民
の

皆
様
と
共
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

今
年
一
年
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

公益社団法人名古屋青年会議所
第67年度　副理事長

次代の名古屋創造グループ

三宅　貴史

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

世
界
に
つ
な
が
る
価
値
観
創
造
グ
ル
ー

プ
と
し
ま
し
て
は
、「
新
た
な
価
値
観
を

創
造
す
る
ま
ち
名
古
屋
」
の
実
現
に
向

け
、
市
民
や
行
政
に
向
け
て
開
か
れ
た
国

際
都
市
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｙ
Ａ
の
未
来
を
発
信

し
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
名
古
屋
の
若
者

が
将
来
世
界
で
羽
ば
た
い
て
も
ら
え
る

よ
う
に
、
世
界
の
同
世
代
の
若
者
と
の
国

際
交
流
の
機
会
を
創
出
し
、
各
国
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
名
古
屋
の
も
の
づ
く
り
文
化
を

生
か
し
、
日
常
生
活
の
何
気
な
い
判
断
か

ら
国
際
貢
献
が
で
き
る
仕
組
み
を
作
り
、

市
民
に
広
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

今
年
一
年
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

公益社団法人名古屋青年会議所
第67年度　副理事長

浅野　弘義

世界につながる価値観創造グループ

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
は
運
営
の
長
と
し
て
、
各
グ
ル
ー

プ
が
発
信
す
る
運
動
の
力
を
最
大
限
に

高
め
る
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ま
た
、
会
員
一
人
ひ
と
り
が
青

年
会
議
所
会
員
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を

持
ち
、
果
敢
に
挑
戦
で
き
る
よ
う
環
境

を
整
備
い
た
し
ま
す
。
そ
し
て
、
名
古

屋
市
民
の
皆
様
の
意
識
変
革
に
つ
な
が

り
、
共
感
し
て
い
た
だ
け
る
運
動
を
発

信
で
き
る
名
古
屋
青
年
会
議
所
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
年
一
年
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

公益社団法人名古屋青年会議所
第67年度　専務理事

梅村　総

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

勇
健
な
る
名
古
屋
人
育
成
グ
ル
ー
プ
と

し
ま
し
て
は
、「
新
た
な
価
値
観
を
創
造

す
る
ま
ち
名
古
屋
」
の
実
現
に
向
け
、
会

員
や
市
民
の
爆
発
す
る
人
間
力
の
確
立

を
目
指
し
、
た
く
ま
し
く
カ
ッ
コ
い
い
名

古
屋
人
を
育
成
し
て
ま
い
り
ま
す
。ま

た
、
連
綿
と
続
く
「
わ
ん
ぱ
く
相
撲
名
古

屋
場
所
」
の
開
催
や
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
教
育
の
推
進
等
、
子
供
の
教
育
に

も
注
力
し
、
一
人
ひ
と
り
が
明
確
な
目
的

意
識
を
持
ち
、
変
化
や
困
難
を
恐
れ
ず
さ

ら
な
る
一
歩
を
踏
み
出
し
、
新
た
な
価
値

観
を
創
造
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
年
一
年
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

公益社団法人名古屋青年会議所
第67年度　副理事長

細川　雅也

勇健なる名古屋人育成グループ

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

渉
外
・
広
報
グ
ル
ー
プ
と
し
ま
し
て
は
、

「
新
た
な
価
値
観
を
創
造
す
る
ま
ち
名
古

屋
」の
実
現
に
向
け
、
各
地
青
年
会
議
所
と

の
連
携
を
深
め
る
と
と
も
に
、
会
員
一
人

ひ
と
り
が
青
年
会
議
所
の
魅
力
や
運
動
を

発
信
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り

ま
す
。ま
た
、
名
古
屋
の
魅
力
を
引
き
出
す

Ｊ
Ｃ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
実
施
す
る
の
み

な
ら
ず
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
１
万
「
い
い

ね
！
」
を
達
成
し
た
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ

等
の
S
N
S
で
、
青
年
会
議
所
運
動
や
名

古
屋
の
魅
力
を
発
信
し
、
名
古
屋
青
年
会

議
所
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
確
立
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

今
年
一
年
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

公益社団法人名古屋青年会議所
第67年度　副理事長

山本　一統

渉外・広報グループ

魅力溢れる名古屋を発信
ブランディングの確立

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

総
務
グ
ル
ー
プ
と
し
ま
し
て
は
、「
新
た

な
価
値
観
を
創
造
す
る
ま
ち
名
古
屋
」
の

実
現
に
向
け
、
第
67
年
度
の
運
動
を
下
支

え
し
、
組
織
の
要
と
し
て
円
滑
な
運
営
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、
組
織

の
存
続
と
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
、
新
入

会
員
募
集
と
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

実
施
し
、
新
入
会
員
が
組
織
に
対
す
る
誇

り
と
共
通
の
志
を
持
ち
、
お
互
い
の
個
性

を
認
め
合
い
な
が
ら
も
規
律
を
順
守
し

て
い
く
こ
と
で
、
名
古
屋
青
年
会
議
所
が

一
層
の
チ
ー
ム
力
を
備
え
た
組
織
と
な

る
こ
と
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
年
一
年
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

公益社団法人名古屋青年会議所
第67年度　常務理事

佐藤　寿倫

総務グループ

0506 2017.  Vol.1
マズモッテ



渉外委員会
落合徹哉

　対外統括窓口として調整と対応を行うと
共に、出向者に対する支援を行い、範た
る姿勢を示すことのできる品格ある渉外活
動を実践します。

広報委員会
保田隼希

　広報誌の発行や、ホームページ・ＳＮＳ
等を用いた広報活動によって、名古屋青年
会議所の認知度を高めていきます。

ＪＣフェスティバル委員会
川村浩嗣

　市民の皆様が名古屋の魅力を語り合い、
まちを愛する気持ちが、一層の活気をもたら
すことを目指したムーブメントを起こします。

総務
グループ

グループ長　佐藤寿倫

オリエンテーション特別委員会
白瀧征人

　会員一人ひとりが、多様性を活かしながら
もチームとして機能する組織づくりを目指
し、新入会員に対して青年会議所の理念と
志を伝えると共に、会員であることに誇りを
持てるオリエンテーションを実施します。

総務室
室長 佐地宏之

　会員の一人ひとりが勇気を持って新たな
試みに挑戦すると共に、組織が一丸となっ
て共感の得られる魅力に溢れた運動を発
信できるよう、誇りある運営によって組織
を支えていくことを目指します。

財務委員会
松永圭太

　先駆けの団体として誇りを持った堅実な
組織運営を継続し、会員の力を最大限に
引き出せる盤石な組織の土台を築きます。

総務委員会
高橋雅大

　市民の皆様から共感を持って受け入れら
れる運動を構築することのできる、盤石な
組織運営を遂行していきます。

世界につながる価値観創造
グループ

グループ長　浅野弘義

ＮＡＧＯＹＡ価値観創造室
室長 林稚人

　名古屋のまちが、国際社会の中で魅力溢
れる都市として発展を続けていくのみなら
ず、世界の抱える問題を率先して解決に導
いていくことのできる、「国際都市ＮＡＧＯＹ
Ａ」へ進化していくことを目指します。

次代の名古屋創造
グループ

グループ長　三宅貴史

ストロングシティ名古屋創造室
室長 寺田拓也

　日本をけん引する名古屋経済がもたらす
恩恵と、テクノロジーの進化が実現する豊か
さを市民の皆様に実感していただき、未来の
可能性に希望を抱くことのできる、「強い名
古屋」の実現を目指します。

勇健なる名古屋人育成
グループ

グループ長　細川雅也

カッコいい名古屋人育成室
室長 武田裕規

　仲間を大切にするという名古屋人の魅力
を引き出し、他人のために勇気を持って行
動することで、互いに切磋琢磨しながら、仕
事を通じてまちや人を幸せにできる人材の
育成を目指します。

渉外・広報
グループ

グループ長　山本一統

渉外・広報室
室長 大井貴正

　新たな運動に積極的に挑むことで、会員
資質の向上を図ると共に、共感の得られる
運動を展開し、会員と市民の皆様が一丸と
なって、魅力ある名古屋のまちを共創してい
くことを目指します。

ＮＡＧＯＹＡの未来発信委員会
只井秀明

　世界に向けて開かれた国際都市の実現
を目指し、ＮＡＧＯＹＡの魅力を世界に向け
て発信していきます。

グローバルネットワーク推進委員会
林宏和

　人と人とのグローバルなネットワーク構
築を目指し、国際感覚を磨くのみならず、
多様性を受け入れながら切磋琢磨すること
のできる国際交流を推進します。

クールでホットなＮＡＧＯＹＡ創造委員会
鈴木里英

　市民の皆様の共感を得られる、名古屋
のものづくりを活かした持続可能な国際貢
献のあり方を創造していきます。

爆発する人間力確立委員会
春名潤也

　他者を惹きつけてやまない爆発的な「人
間力」をテーマに、人の持つ可能性を探
求していきます。

心ある経営実践委員会
田村昌之

　人を幸せにし、社会を発展させていくとい
う、「経（世）済（民）」の本来的な役割を
取り戻すために、「心」を拠り所とした経営
のあり方を広めていきます。

リアル経済研究委員会
遠藤圭

　市民感覚に即した「リアル」な経済の実
態を踏まえ、名古屋経済が今後どのように
発展していくのかを示していきます。

未来を彩るテクノロジー研究委員会
橘田英明

　テクノロジーのもたらす新たな可能性に
胸を膨らませことのできる、人と技術が共
存する豊かな未来の姿を示していきます。

魅力溢れる名古屋創造室
室長 藤井富浩

　名古屋が防災都市として日本の旗手とな
ると共に、恒久的な平和への想いを具現
化していくことで、誰しもが心の安寧を保
ち、充実した人生を送ることのできる、魅
力溢れるまちの実現を目指します。

次代へつなぐ歴史観構築委員会
八木俊行

　歴史的経緯に縛られず、国境や人種を超
越した自他一如の精神を持ち、隣人と共に
希望溢れる平和な社会の実現を目指します。

セーフティビジョン研究委員会
山邊信之

　行政による公助に頼るのみならず、ビ
ジョンを共有した市民や地域の皆様と共
に、自助と共助を実践していく防災都市名
古屋の実現を目指します。

たくましく生きる力育成室
室長 長谷川正樹

　社会の変化に対応するのみならず、多様
な価値観を反映した未来を想像し、その描
いた未来を自らの手で果敢に創造していく
ことのできる、子供たちのたくましさを育ん
でまいります。

未来へのソウゾウリョク育成委員会
三輪大介

　知的好奇心と探求心を刺激する体験を
通じて、「想像力」と「想像力」を兼ね備
えた子供たちの育成を目指します。

スポーツマンシップＮＡＧＯＹＡ委員会
井上剛

　心身の練磨によって自身の成長を促すの
みならず、多様性を認め合うことのできる
寛容な精神を育むことを目指します。

会頭支援特別会議
荒尾政弘

公益社団法人名古屋青年会議所
２０１７年度（第６７年度）組織図

直前理事長

顧　　　問

川中洋太郎

青木照護　山本直人
阪野照定

理 事 長　大和直樹

副理事長　細川雅也　山本一統
　　　　　三宅貴史　浅野弘義

専務理事　梅村総

常務理事　佐藤寿倫総　　会

監　事 乃一剛英
岩﨑友就

鈴木和貴
岩田一成

理事会 常任理事会

2017
Junior
Chamber
International

NAGOYA

わんぱく相撲
運営会議

井上剛

出向役員
鈴木信輝

出向役員
光田侑司

出向役員
中林良太
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大
和
理
事
長
（
以
下
、
大
和
）

本
日
は
、
お
忙
し
い
中
、
お
時
間
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
度
は
、
名
古
屋
青
年

会
議
所
か
ら
日
本
青
年
会
議
所
の
会
頭
を
輩
出
さ
せ
て

い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
で
、
日
本
青
年
会
議
所
で
進
め

ら
れ
て
い
る
運
動
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
や
想
い
を
名

古
屋
青
年
会
議
所
の
会
員
に
も
伝
え
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
、
名
古
屋
青
年
会
議
所
会
員
に
向
け
て
お
話
し

を
い
た
だ
け
た
ら
と
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
設
け
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

青
木
会
頭
（
以
下
、
青
木
）

ま
ず
は
、こ
の
よ
う
な
対
談
の
場
を
設
け
て
い
た
だ
き
ま

し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
日
本
青
年
会
議
所

に
、
２
０
１
７
年
度
の
会
頭
と
し
て
出
向
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
や
は
り
名
古
屋
青
年
会
議
所

と
い
う
Ｌ
Ｏ
Ｍ
に
お
支
え
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
、
根
無
し

草
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
し
ま
い
、
日
本
青
年
会
議
所

で
や
り
た
い
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ど
う
か
一
年
間
、
私

で
は
な
く
、
日
本
青
年
会
議
所
を
名
古
屋
青
年
会
議
所

が
支
え
て
い
く
と
い
う
お
気
持
ち
で
、
ご
支
援
を
い
た
だ

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

第
64
代
理
事
長
か
ら
見
た

名
古
屋
青
年
会
議
所
の
今

青
木　

私
が
理
事
長
を
務
め
て
か
ら
３
年
経
ち
ま
し
た

が
、
当
時
と
比
べ
て
今
の
名
古
屋
青
年
会
議
所
の
良
く

な
っ
た
点
は
、
ま
ず
は
会
員
数
が
増
え
た
と
い
う
こ

と
。
私
が
理
事
長
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
第
64
年
度

は
、
６
７
０
名
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、
今
は
７
０
０
名

く
ら
い
で
し
ょ
う
か
。
数
は
力
な
り
と
言
い
ま
す
の

で
、
名
古
屋
青
年
会
議
所
は
力
を
得
た
と
言
え
ま
す

ね
。
も
う
一
つ
、
成
長
し
た
と
言
え
る
と
こ
ろ
は
、
名

古
屋
青
年
会
議
所
は
公
益
社
団
法
人
格
を
愛
知
県
で

第
１
号
に
取
得
し
た
の
で
す
が
、
当
初
は
も
の
す
ご
く

縛
り
が
強
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
公
益
事
業
比
率
50

パ
ー
セ
ン
ト
を
切
っ
た
ら
解
散
と
い
う
ル
ー
ル
に
初
め

は
臆
し
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
で
は
会
員
益
を
意
識
し

た
対
内
例
会
が
だ
ん
だ
ん
と
増
え
て
き
ま
し
た
。
私

は
、
「
世
の
た
め
人
の
た
め
が
自
分
の
た
め
」
と
い
う

の
が
「
日
本
道
」
で
あ
る
と
よ
く
言
っ
て
い
ま
す
が
、

や
は
り
青
年
会
議
所
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
う
だ
け
で

は
な
く
、
そ
こ
に
会
員
益
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
人
脈
で
あ
っ
た
り
、
商
売
に
つ
な
が

る
も
の
で
あ
っ
た
り
も
す
る
の
で
す
が
、
一
番
の
会
員

益
と
は
「
自
己
成
長
」
で
あ
る
と
私
は
考
え
て
い
ま

す
。
自
己
成
長
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
を
第
64
年
度
よ

り
考
え
な
が
ら
実
践
し
て
い
る
こ
と
が
、
成
長
し
た
部

分
だ
な
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
会
員
数
が
増
え
る
と

い
う
こ
と
は
、
そ
こ
に
リ
ス
ク
も
負
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
名
古
屋
青
年
会
議
所
に
は
選
挙
制
度
が
あ

り
ま
す
が
、
会
員
数
が
増
え
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
候

補
者
の
数
が
減
っ
て
し
ま
っ
て
い
て
は
全
く
逆
効
果
で

す
。
会
員
数
が
増
え
た
の
で
あ
れ
ば
、
し
っ
か
り
と
そ

れ
に
比
例
し
て
候
補
者
の
数
が
増
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

大
和　

私
も
、
本
年
度
は
会
員
益
を
大
き
な
柱
と
し
て

運
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
青
年
会

議
所
に
入
会
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
毎
年
年
会
費
を
お

支
払
い
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
会
員
の
皆

さ
ん
に
は
そ
の
対
価
を
受
け
取
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。

対
内
へ
の
取
り
組
み
と
い
う
点
で
は
、
今
ま
で
も
不

撓
不
屈
の
Ｊ
Ａ
Ｙ
Ｃ
Ｅ
Ｅ
育
成
塾
、
Ｊ
Ａ
Ｙ
Ｃ
Ｅ
Ｅ

プ
ラ
イ
ド
等
の
形
で
、
非
常
に
有
益
な
取
り
組
み
を

し
て
き
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
理
事

に
な
ろ
う
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
本
当
に
心

の
底
か
ら
Ｊ
Ｃ
に
対
し
て
魅
力
を
感
じ
て
欲
し
い
。

色
々
な
ス
テ
ー
ジ
を
経
験
す
る
こ
と
で
、
考
え
方
も

変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
ず
、
勇
気
を
持
っ
て
自
分

な
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
す
る
と
い
う
ス
テ
ー
ジ
を
経

な
い
と
、
１
つ
上
の
景
色
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
景

色
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
上
の
人
間
も
、
下
か
ら
支

え
て
い
た
だ
い
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
そ
の
ス
テ
ー
ジ
に

立
つ
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

青
木　

会
員
を
ど
う
モ
チ
ベ
ー
ト
し
て
い
く
か
、
と
い
う

と
こ
ろ
で
す
ね
。
ど
れ
だ
け
強
烈
な
原
体
験
（
デ
ィ
ー
プ

イ
ン
パ
ク
ト
）
を
与
え
ら
れ
る
か
。
こ
れ
が
会
員
の
資
質

向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
し
、
そ
う
い
っ
た
原
体
験
が
自
己

成
長
に
つ
な
が
る
。
そ
れ
こ
そ
が
会
員
益
だ
と
私
は
思
い

ま
す
。

も
う
１
つ
、
私
が
最
も
名
古
屋
青
年
会
議
所
に
対
し
て

危
惧
を
し
て
い
る
点
は
、
政
策
を
打
っ
て
い
な
い
こ
と
で

す
。
名
古
屋
の
ま
ち
を
ど
の
よ
う
に
発
展
さ
せ
て
い
く
の

か
と
い
う
部
分
に
お
い
て
、
大
き
な
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
変

わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
終
ゴ
ー
ル
は
一
緒
で
す
。
そ
こ

に
対
す
る
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
数
値
的
目
標
）
が
、
今
の
名
古
屋
青

年
会
議
所
に
は
全
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
に

対
す
る
数
値
的
目
標
を
作
っ
て
、
そ
の
目
標
を
ク
リ
ア
し

て
い
く
。
そ
れ
を
毎
年
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
ま
わ
し
て

見
直
し
つ
つ
、
次
の
年
に
つ
な
げ
て
い
く
。
そ
し
て
５
年

後
、
10
年
後
に
目
標
を
達
成
す
る
。
そ
の
目
標
が
達
成
さ

れ
た
名
古
屋
の
ま
ち
は
、こ
の
よ
う
な
姿
だ
と
い
う
こ
と

を
示
し
て
い
か
な
い
と
、
結
局
会
員
を
モ
チ
ベ
ー
ト
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

大
和　

確
か
に
、
何
度
か
日
本
青
年
会
議
所
に
出
向
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
時
に
は
、
Ｌ
Ｏ
Ｍ
と
違
っ
て
単
年
度
制

で
は
あ
り
な
が
ら
、
運
動
や
政
策
に
継
続
性
が
あ
る
と

感
じ
ま
し
た
。

青
木　

特
に
名
古
屋
は
、
初
代
大
隈
理
事
長
が
「
不

連
続
の
中
の
連
続
」
と
い
う
名
言
を
残
し
て
い
ま

す
。
こ
の
名
古
屋
青
年
会
議
所
が
変
え
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
だ
け
ど
、
名
古
屋
は
母
体
が
大

き
過
ぎ
て
、
予
算
も
あ
り
過
ぎ
て
、
人
も
い
っ
ぱ
い

居
過
ぎ
る
か
ら
、
政
策
を
や
ら
な
く
て
も
な
ん
と
な

く
青
年
会
議
所
運
動
を
や
っ
て
い
る
感
じ
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
一
方
で
、
10
人
、
20
人
し
か
い
な
い

Ｌ
Ｏ
Ｍ
は
、
そ
の
一
本
の
政
策
に
全
て
を
賭
け
て
い

ま
す
。
こ
れ
で
会
員
を
モ
チ
ベ
ー
ト
し
て
い
く
ん

だ
、
と
い
う
こ
と
を
や
っ
て
い
ま
す
よ
。
だ
か
ら
、

本
当
に
突
っ
込
ん
だ
政
策
を
や
っ
て
い
る
。
行
政
と

組
ん
だ
り
、
学
校
と
組
ん
だ
り
、
も
ち
ろ
ん
企
業
と

組
ん
だ
り
し
な
が
ら
。
そ
う
い
う
実
際
に
目
に
見
え

る
形
で
ま
ち
が
変
わ
っ
て
い
く
、
何
か
が
始
ま
り
つ

つ
あ
る
と
い
う
期
待
感
が
会
員
を
モ
チ
ベ
ー
ト
し
て

い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

日
本
の
青
年
会
議
所
の
中
で
の

名
古
屋
青
年
会
議
所
の
存
在
と
は

青
木　

名
古
屋
青
年
会
議
所
は
、
日
本
青
年
会
議
所
の

チ
ャ
ー
タ
ー
Ｌ
Ｏ
Ｍ
で
す
。
東
京
・
大
阪
・
名
古
屋
・
前

橋
・
函
館
・
西
宮
…
、
そ
の
中
で
も
名
古
屋
青
年
会
議

所
と
は
ど
う
い
う
存
在
で
し
ょ
う
か
。
６６
年
前
に
日
本

青
年
会
議
所
の
設
立
総
会
が
開
か
れ
た
の
で
す
が
、
ど

こ
で
開
か
れ
た
か
と
い
う
と
、
実
は
名
古
屋
で
す
。
そ
こ

に
集
ま
っ
た
Ｌ
Ｏ
Ｍ
は
名
古
屋
青
年
会
議
所
・
東
京
青

年
会
議
所
・
大
阪
青
年
会
議
所
の
3
つ
の
Ｌ
Ｏ
Ｍ
。
そ

の
中
で
認
証
番
号
を
決
め
る
際
、
名
古
屋
青
年
会
議
所

は
預
か
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
1
番
・

東
京
、
２
番
・
大
阪
、
３
番
・
前
橋
、
４
番
・
函
館
、
５

番
・
西
宮
、
そ
し
て
名
古
屋
は
６
番
目
で
と
申
し
出
て

６
番
の
認
証
番
号
に
な
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
名
古

屋
青
年
会
議
所
は
日
本
青
年
会
議
所
の
生
み
の
親
で
あ

り
、
創
始
の
時
代
よ
り
最
後
方
か
ら
下
支
え
を
し
て
き

た
Ｌ
Ｏ
Ｍ
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
日
本
青
年
会
議
所
が

困
っ
て
ど
う
し
よ
う
も
な
い
時
に
、
そ
こ
に
必
ず
名
古

屋
青
年
会
議
所
が
あ
る
。
自
分
が
生
み
出
し
た
日
本
青

年
会
議
所
を
名
古
屋
青
年
会
議
所
が
支
え
つ
つ
、
も
し

間
違
っ
た
方
向
に
進
ん
で
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は

是
々
非
々
で
正
し
て
い
く
親
の
中
の
親
と
い
う
の
が
、

名
古
屋
青
年
会
議
所
の
位
置
づ
け
で
す
。
こ
れ
は
名
古

屋
青
年
会
議
所
の
会
員
の
皆
さ
ん
に
、
し
っ
か
り
と
伝

え
て
い
き
た
い
こ
と
で
す
。

名
古
屋
青
年
会
議
所
に
と
っ
て
、

日
本
青
年
会
議
所
へ
の
支
援
と
は
？

大
和　

荒
尾
委
員
長
に
日
本
青
年
会
議
所
の
渉
外
委
員

長
と
し
て
出
向
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
Ｌ
Ｏ
Ｍ
の

中
で
も
会
議
体
を
１
つ
作
り
、
会
頭
支
援
を
す
る
チ
ー

ム
を
募
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
日
本
が
掲
げ
る
大

き
な
運
動
を
Ｌ
Ｏ
Ｍ
の
メ
ン
バ
ー
に
も
知
っ
て
欲
し
い

と
い
う
願
い
が
あ
り
ま
す
。
例
年
よ
り
も
一
層
、
日
本
青

年
会
議
所
に
名
古
屋
青
年
会
議
所
が
寄
り
添
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

青
木　

せ
っ
か
く
日
本
青
年
会
議
所
の
会
頭
と
し
て
出

さ
せ
て
い
た
だ
く
わ
け
で
す
か
ら
、
是
非
、
日
本
青
年

会
議
所
の
運
動
や
会
頭
が
何
を
し
て
い
る
の
か
、
私
と

し
て
も
Ｌ
Ｏ
Ｍ
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
荒
尾
委
員
長
率
い
る
セ
ク
チ
ー
ム
が
ブ
ロ

グ
を
書
く
の
で
、
こ
れ
を
読
ん
で
い
た
だ
き
、
Ｌ
Ｏ
Ｍ
の

会
員
と
し
て
日
本
青
年
会
議
所
を
身
近
に
感
じ
て
い
た

だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

大
和　

本
年
度
は
、
Ｌ
Ｏ
Ｍ
内
で
各
委
員
会
か
ら
出
向

と
い
う
形
で
、
会
頭
支
援
特
別
会
議
と
い
う
会
議
体
も

作
り
ま
し
た
。
こ
の
会
議
体
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
い
た

出
向
者
の
皆
さ
ん
を
通
じ
て
、
日
本
青
年
会
議
所
の
こ

と
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
例
年
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
Ｌ
Ｏ
Ｍ

の
メ
ン
バ
ー
に
は
出
向
者
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て

い
る
の
か
が
分
か
り
づ
ら
い
で
す
ね
。
京
都
会
議
や
サ

マ
ー
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
等
で
出
向
者
支
援
と
し
て
ご
挨

拶
に
伺
い
ま
す
が
、
本
当
に
こ
の
委
員
会
が
何
を
や
っ

て
い
る
委
員
会
な
の
か
を
ち
ゃ
ん
と
理
解
す
る
こ
と
が

支
援
す
る
側
と
し
て
は
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

青
木　

先
述
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
名
古
屋
青

年
会
議
所
は
日
本
青
年
会
議
所
の
生
み
の
親
で
あ
り
ま

す
か
ら
、
会
頭
を
支
え
る
の
で
は
な
く
て
日
本
青
年
会

議
所
全
体
を
支
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

の
た
め
の
支
援
と
よ
く
言
わ
れ
る
の
が
諸
大
会
の
登

録
、
出
向
者
が
作
り
上
げ
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
セ
ミ
ナ
ー

へ
の
参
加
、
運
動
の
発
信
、
運
動
そ
の
も
の
を
支
援
す

る
の
も
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

名
古
屋
青
年
会
議
所
が
飛
躍
す
る
た
め
に
、

Ｊ
Ｃ
Ｉ
と
ど
の
よ
う
な
関
係
性
を
構
築
し
て

い
く
か
？

大
和　

私
が
最
初
に
国
際
の
機
会
に
触
れ
た
の
は
、
杉

本
副
会
頭
の
時
で
す
が
、Ｊ
Ｃ
の
世
界
的
な
つ
な
が
り
に

感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
２
０
１
１
年
は
東
日
本
大
震
災
が

発
災
し
た
年
で
し
た
が
、
各
国
か
ら
心
の
こ
も
っ
た
支
援

金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
互
い
を
仲
間
と
思
っ
て
く
れ

て
い
る
の
だ
と
、
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

青
木　

第
６６
年
度
の
民
間
外
交
推
進
委
員
会
の
よ
う

に
、
委
員
会
が
主
体
と
な
っ
て
海
外
を
訪
れ
る
よ
う
な

機
会
は
、
昔
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
で
す
が
、
第
６５
年
度

に
ハ
ワ
イ
を
訪
問
し
、
姉
妹
Ｊ
Ｃ
を
締
結
す
る
等
、
国

際
を
重
視
し
た
運
動
が
継
続
・
発
展
し
て
い
ま
す
ね
。

ど
ん
ど
ん
国
際
の
扉
が
広
が
っ
て
い
る
と
い
う
点
が
、

名
古
屋
青
年
会
議
所
の
一
番
成
長
し
た
部
分
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

大
和　

２
０
１
０
年
世
界
会
議
の
時
か
ら
、
国
際
に
対

す
る
意
識
が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
ね
。

青
木　

名
古
屋
青
年
会
議
所
に
よ
る
世
界
会
議
誘
致

に
関
し
て
も
、
第
６６
年
度
に
大
和
議
長
の
も
と
で
総
会

決
議
を
さ
れ
ま
し
た
が
、
国
際
の
扉
と
い
う
も
の
を

も
っ
と
も
っ
と
開
い
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
し
、

国
際
に
対
す
る
免
疫
と
い
う
か
、
ハ
ー
ド
ル
・
壁
を
メ

ン
バ
ー
の
意
識
か
ら
取
り
払
う
よ
う
に
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

日
本
青
年
会
議
所×

名
古
屋
青
年
会
議
所

の
関
係
構
築
と
は

青
木　

繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
名
古
屋
青
年
会
議

所
に
お
支
え
を
い
た
だ
く
と
考
え
て
い
た
だ
け
る
こ
と

こ
そ
が
支
援
で
す
。
で
す
か
ら
、
名
古
屋
青
年
会
議
所

に
は
日
本
青
年
会
議
所
を
道
具
と
し
て
フ
ル
活
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
日
本
青
年
会
議
所
は
、
６

９
6
Ｌ
Ｏ
Ｍ
の
総
合
調
整
機
関
と
し
て
、
Ｌ
Ｏ
Ｍ
の
た

め
に
存
在
し
て
い
る
の
で
、
何
か
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た

ら
日
本
青
年
会
議
所
に
相
談
し
よ
う
！
と
考
え
て
い
た

だ
け
る
こ
と
こ
そ
が
支
援
で
す
。
日
本
青
年
会
議
所
を

使
い
倒
し
て
や
る
と
会
員
全
員
に
思
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
、
こ
れ
こ
そ
が
一
番
の
日
本
青
年
会
議
所
に
対
す
る

支
援
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

大
和　

日
本
青
年
会
議
所
は
、
常
に
動
き
続
け
て
い
ま

す
よ
ね
。
ス
ピ
ー
ド
感
が
凄
い
と
感
じ
ま
す
。

青
木　

日
本
青
年
会
議
所
で
は
、
１
月
１
日
に
カ
ラ
ー

で
描
け
て
な
い
事
業
は
、
絶
対
に
一
年
の
内
に
実
現
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
日
本
青

年
会
議
所
の
運
動
は
サ
マ
ー
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
終
わ

り
だ
か
ら
で
す
。
京
都
会
議
で
実
現
し
よ
う
と
す
る
運

動
の
全
て
を
発
信
し
な
い
と
い
け
な
い
。
だ
か
ら
、
予

定
者
の
段
階
で
調
査
研
究
な
ん
て
と
っ
く
に
終
わ
っ
て

い
ま
す
。

最
後
に
メ
ン
バ
ー
に
向
け
て
一
言
ず
つ
お

願
い
し
ま
す
。

青
木　

青
年
会
議
所
と
い
う
の
は
、
最
終
的
に
何
を
得

る
か
と
い
う
と
「
自
己
成
長
」
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
強
烈
な
原
体
験
が
必
要
で
す
。
会
議
室
で
議

論
し
て
い
て
も
始
ま
り
ま
せ
ん
。
自
分
で
脚
を
使
っ
て

色
々
な
と
こ
ろ
に
行
っ
て
み
る
。
色
々
な
人
に
話
を
聞
い

て
み
る
。
そ
こ
で
与
え
ら
れ
た
デ
ィ
ー
プ
イ
ン
パ
ク
ト
こ

そ
が
、
原
体
験
で
す
。
自
己
成
長
が
人
脈
へ
つ
な
が
り

ま
す
。
何
事
に
対
し
て
も
、
目
的
意
識
を
持
っ
て
Ｊ
Ｃ

と
い
う
道
具
を
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
目

的
意
識
が
な
い
と
、
逆
に
Ｊ
Ｃ
と
い
う
道
具
に
使
わ
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
何
の
た
め
に
参
加
し
て
い
る
の
か
。
家

庭
や
仕
事
を
犠
牲
に
し
て
、
時
間
を
使
っ
て
い
る
の
で

す
か
ら
。
是
非
、
目
的
意
識
を
持
っ
て
Ｊ
Ｃ
、
日
本
青
年

会
議
所
を
使
い
倒
し
て
下
さ
い
。

そ
れ
か
ら
、
最
近
よ
く
感
じ
る
の
で
す
が
、
怒
ら
れ
た

く
な
い
人
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
Ｊ
Ｃ

だ
か
ら
こ
そ
失
敗
が
許
さ
れ
る
。
も
っ
と
元
気
良
く
、

思
い
切
っ
た
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
も
思

い
ま
す
。

ま
た
、
最
近
の
若
い
メ
ン
バ
ー
を
見
て
い
る
と
、
本
当

に
元
気
が
な
い
と
感
じ
ま
す
。
そ
れ
は
、
セ
レ
モ
ニ
ー

に
表
れ
る
と
思
い
ま
す
。
勢
い
が
あ
っ
て
、
バ
リ
バ
リ

と
政
策
を
打
っ
て
い
る
Ｌ
Ｏ
Ｍ
は
、
セ
レ
モ
ニ
ー
が
格

好
良
い
。
皆
さ
ん
、
胸
を
張
っ
て
元
気
良
く
や
っ
て
い

る
の
で
ス
カ
ッ
と
し
ま
す
。
そ
れ
で
い
て
、
会
員
を
モ

チ
ベ
ー
ト
で
き
る
政
策
を
打
ち
出
し
て
い
る
の
で
、
Ｌ

Ｏ
Ｍ
と
し
て
も
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。
セ
レ
モ
ニ
ー

を
大
切
に
し
て
下
さ
い
。

大
和　

先
日
、
委
員
会
を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

際
、
Ｊ
Ｃ
Ｉ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
Ｊ
Ｃ
Ｉ
ク
リ
ー
ド
・
綱
領
を

一
言
ひ
と
こ
と
、
大
切
に
唱
和
し
て
い
る
委
員
会
が
あ
っ

て
、
す
ご
く
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

委
員
会
で
副
委
員
長
が
胸
を
張
っ
て
元
気
良
く
や
っ
て

い
る
と
、
そ
れ
を
見
た
メ
ン
バ
ー
が
俺
も
私
も
と
感
じ

る
は
ず
で
す
。
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ

ん
に
は
成
功
も
失
敗
も
含
め
て
、
色
々
な
経
験
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
無
謀
だ

ろ
う
と
か
、
Ｊ
Ｃ
だ
か
ら
こ
う
じ
ゃ
な
き
ゃ
ダ
メ
だ
と
い

う
の
は
無
し
に
し
て
挑
戦
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
は
勇
者
で
す
。
勇
気
を
持
っ
て
色
々
な
こ
と
に

飛
び
込
ん
で
い
っ
て
欲
し
い
。
自
分
を
広
げ
る
入
り
口

と
し
て
、
地
域
や
世
界
に
つ
な
が
っ
て
い
る
Ｊ
Ｃ
を
ど
ん

ど
ん
使
っ
て
下
さ
い
。

公益社団法人名古屋青年会議所　第67代 理事長　
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